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1.本文献目録は故土屋健治教授が執筆 した著作を発行年 ごとに整理 したものである｡

2.採録 した文献は,A.単行書 (翻訳 も含む),B.複数の著者による論文集を成す単行書に

収録された論文,C.雑誌論文 (書評 も含む)の3種類で,学術的性格を持っものに限定 し,

事典項目,対談記事,新聞記事などは割愛 した｡

3.文献の表記は,発行年を頭書きにした以外は,原則として 『東南アジア研究』の参考文献

の表記法に従った｡雑誌のうち,早,冊と明記されているものは,通巻号,通巻冊を意味

している｡

4.この目録の作成にあたっては,高橋宗生民 (アジア経済研究所),浦野崇央氏 (摂南大学)

の御尽力を得た｡なお,より詳 しい目録として浦野崇央編 『土屋健治 ･インドネシア研究

の足跡- 業績目録』が 1996年 11月に刀水書房から出版される予定である｡
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N.Y.:SoutheastAsiaProgram,CornellUniversity.

1990 TheColonialStateasaG̀lassHouse':SomeObservationsonConfidentialDocu-

mentsconcerningJapaneseActivitiesintheDutchEastIndies,1900-1942.Journal

oftheJapan-NetherlandsInstitute,No.2:67-76.

1990 [書評]W.G.J.Remmelink.EmperorPakubuwanaII,Priyayi&CompanyandChi-

neseWar.『東南アジア研究』28(3):442-444.

1990 ｢東南アジアか ら日本の国際性を考える｣『国際平和研究 レポー ト』45(ll･12):24-34.

1991 『インドネシアの事典』土屋健治 ;加藤剛 ;深見純生 (編).同朋舎出版.

1991 PopularLiteratureandColonialSocietyinLate-Nineteenth-CenturyJava:Cerita

NyaiDasima,theMacabreStoryofanEnglishman'sConcubine.『東南アジア研究』

28(4):467-481.

1991 『カルティエの風景』(めこん選書 2)めこん.

1991 ｢インドネシア国家の成立｣『世界の構造化』(シリーズ世界史-の問い9)川北稔 (編),

191-220ページ所収.岩波書店.

1992 ｢インドネシアの国家 と社会- 『モニ トール事件』をめ ぐって｣『東南アジア世界の歴

史的位相』石井米雄 ;辛島昇 ;和田久徳 (編),2811302ページ所収.東京大学出版会.

1992 DemokrasidanKe♪emimpinan.IKebangkitanGerakanTamanSiswa.Jakarta:Balai

Pustaka.(DemocracyandLeadership:TheRiseoftheTamanSiswaMovementin

Indonesiaの H.B.Jassinによるインドネシア語訳).

1992 ｢インドネシアの国家儀礼- 独立記念 日考｣『安定期社会における人生の諸相- 年中

行事』横山俊夫 ;藤井譲治 (編),214-237ページ所収.京都ゼ ミナール-ウス.

1992 ｢思想｣『東南アジア学入門』(講座東南アジア学 別巻)矢野暢 (宿),63-75ページ所

収.弘文堂.

1992 ｢ジャワ ･バ リ世界｣『東南アジア学入門』(講座東南アジア学 別巻)矢野暢 (編),188-

201ページ所収.弘文堂.

1992 ｢アルマナック ･ムラユ論｣『東南アジア研究』30(2):113-191.

1992 [書評]山口博一 (著)『地域研究論』『アジア経済』33(ll):86-89.

1993 ｢インドネシア :最近の展開- ス-ル トの 25年｣『冷戦構造崩壊後の国際 ･地域 シス

テム』世界秩序研究会 (宿),971122ページ所収.世界経済情報サ-ビス (ワイス).

1993 ｢『外文明』 と 『内世界』- AREA計画研究のね らい (BOl班)｣『総合的地域研究』創

刊準備号 :17-19.

333



東南アジア研究 34巻 1号

1993 ｢戦後日本植民地研究史 :東南アジア- インドネシアを中心に｣『統合と支配の論理』

(岩波講座 ･近代日本と植民地 4)307-312ページ所収.岩波書店.

1993 ｢東南アジアの脱植民地化｣『アジアの冷戦と脱植民地化』(岩波講座 ･近代日本と植民地

8)71-100ページ所収.岩波書店.

1993 ｢国史の創造- 歴史｣『暮らしがわかるアジア読本- インドネシア』宮崎恒二 ;山下

普司 ;伊藤寅 (宿),10′-17ページ所収.河出書房新社.

1993 ｢スカルノ- 民族の青春とともに生きた天衣無縫の 『祖国の子』｣『英雄たちのアジア』

(別冊宝島EX)別冊宝島編集部 ;桜井由窮雄 (編),126-141ページ所収.JICC出版局.

1993 ｢Culturalismについて｣『東南アジア 歴史と文化』22号 :201-218.

1993 [書評]倉沢愛子 (著)『日本占領下のジャワ農村の変容』『社会経済史学』59(2):335-

338.

1993 ｢(思想の言葉)地域研究の存立根拠｣『思想』834:1-3.

1993 ｢文化の翻訳- 意味空間のなりたち｣『地域研究の手法』(講座現代の地域研究 1)矢野

暢 (宿),197-223ページ所収.弘文堂.

1993 ｢創られる国民国家- インドネシア独立記念日考｣『地域研究のフロンティア』(講座現

代の地域研究 3)矢野暢 (蘇),225-246ページ所収.弘文堂.

1993 ｢直線的時間と循環的時間- ジャワの時間論｣『地域研究と ｢発展｣の論理』(講座現代

の地域研究 4)矢野暢 (宿),57-90ページ所収.弘文堂.

1994 ｢ジャワ- 内向的政治文化の世界｣『世界単位論』(講座現代の地域研究 2)矢野暢

(蘇),99-130ページ所収.弘文堂.

1994 ｢『外文明』と 『内世界』のあいだ｣『総合的地域研究』4:2.

1994 ｢バランツリテイス考- ジャワの 『内』と 『外』｣『総合的地域研究』 4:12-15.

1994 ｢冷戦構造崩壊後の地域システム- 東南アジア｣『ポスト冷戦の世界秩序』世界秩序研

究会 (編),154-164ページ所収.世界経済情報サービス (ワイス).

1994 『ナショナリズムと国民国家』(講座現代アジア1)土屋健治 (宿).東京大学出版会,

1994 ｢ナショナリズムと国民国家の時代｣『ナショナリズムと国民国家』(講座現代アジア1)

土屋健治 (宿), 3-17ページ所収.東京大学出版会.

1994 ｢インドネシアにおけるナショナリズムの現在｣『ナショナリズムの現在- 戦後日本の

政治』日本政治学会 (宿),117-136ページ所収.岩波書店.

1994 『インドネシア- 思想の系譜』勃草書房.

1994 ｢植民地空間と大衆文学の成立- 19世紀末のバタグィアにて｣『ポピュラー文学の社

会学』中嶋呂禰 (編),247-269ページ所収.世界思想社.

1995 ｢エディスティラ 『まけないぞ』- トラウマの文学を論ずる｣『人文学報』(京都大学人

334



土屋健治教授者作目録

文科学研究所)75号 :151-178.

1995 ｢芸術 と文学｣『もっと知 りたいインドネシア 第 2版』綾部恒雄 ;石井米雄 (編),154-

183ページ所収.弘文堂.

1995 ｢タルナ ･ヌサ ンタラ高等学校の設立｣『ナショナリズムと国家建設』(衛藤藩吉先生古稀

記念論集 『20世紀アジアの国際関係』Ⅲ)平野健一郎 (宿),1-25ページ所収.原書房.

1995 ｢ニヤイ ･ロロ ･キ ドゥルの海- 東南アジアの 『荒ぶる海』考｣『海 と文明』(講座文明

と環境 第 10巻)小泉格 ;田中耕司 (編),176-188ページ所収.朝倉書店.

1996 StudiesontheDynamicsoftheMaritimeWorldofSoutheastAsia(KenjiTsuchiya

andTsuyoshiKato,eds.).(inpress)Kyoto:CenterforSoutheastAsianStudies,

KyotoUniversity.

335


